
 

 

合理的配慮のヒント⑦ インクルーシブ教育システム構築支援データベース 

【データベースの概要】 

 『関連情報』と『「合理的配慮」実践事例データベース』に分かれており、後者は、文部

科学省の「インクルーシブ教育システム構築モデル事業」において取り組まれている実践

事例について検索するシステム（データベース）となっている。視覚障害、聴覚障害、知

的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、言語障害、自閉症、情緒障害、ＬＤ（学習障害）、

ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）といった障害種別ごと、教育課程ごとに事例を検索する

ことができる。 

           <ＵＲＬ> http://inclusive.nise.go.jp/ 

 


